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⃝定例会の主な動き
本会議（2/12、13）…………………………………………一般質問、議案上程、採決� （2・6面）
本会議（2/19～21）…………………………………………代表質問、議案上程� （3～6面）
各常任委員会（2/25～28、3/3、3/10）……………………議案、請願・陳情審査等� （2・3面）
本会議（3/12）………………………………………………委員長報告、議案上程、採決� （6面）
予算等審査特別委員会（3/13、16～19、23）……………新年度議案審査� （3面）
本会議（3/25）………………………………………………委員長報告、議案上程、採決� （6面）

⃝定例会の概要
・�２月定例会では、５名の議員が一般質問を行い、７会派から代表質問が行
われました。
・�当初、会期を３月19日までとしていましたが、新型コロナウイルス対応
のため、会期を３月25日まで延長しました。
・�市長提出議案として、現年度議案は、一般会計補正予算３件を含む24件
を可決、人権擁護委員の候補者の推薦について同意しました。新年度議案
は、条例議案４件、一般会計予算および６特別会計予算を可決しました。
・�議員提出議案２件を可決、委員会提出議案として「鎌倉市議会会議規則の
一部を改正する規則の制定について」「観光厚生常任委員会の視察に業者
が同席をした事実関係解明に関する調査特別委員会の設置について」を可
決したほか、陳情４件を採択しました。

令和２年(2020年)２月定例会(２月12日～３月25日)
令和２年度一般会計予算を可決

【次回の定例会開会予定日】６月定例会：６月10日（水）　　※開会予定日は、変更となる場合があります

委員会出席者（議員および職員）と傍聴者への対応

　市民の皆さまと議員がテーブルを囲んで行う、議会報告会＆意見聴取会については、市議会議員の選挙が行われる年を除いて例年
５月に開催していますが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年（2020年）５月の開催を中止とさせていただきます。
なお、今後開催する場合は、議会だより、市議会ホームページなどでご案内いたします。
　ご理解をいただきますよう、よろしくお願いいたします。

　鎌倉市議会では、本会議および各常任
委員会等について生中継を行っています。
また、録画映像の配信も行っています。
　パソコンだけでなく、スマートフォン
やタブレット端末からも視聴が可能です。
詳しくは市議会ホームページをご覧くだ
さい。

自宅で見よう議会中継

鎌倉市議会における新型コロナウイルス感染防止対策

2月定例会中に計７回開催された議会災害対策会議の様子
（写真は3月3日開催時のもの）。会議には、鎌倉市議会業
務継続計画（議会BCP）により、議長、副議長、各派代
表者および総務常任委員会委員長、副委員長が出席。

議会報告会＆意見聴取会　令和2年（2020年）５月の開催は中止します

　２月25日開催の常任委員会正・副委員長会議において、「会議時間の短縮を心がける
こと」「職員の入室については最小限とすること」「質疑については端的に行うこと」「報
告事項については必要なもののみ当日に聴取すること」など運営の確認がなされたほか、
「新型コロナウイルス対策に係る対応方針」を次のとおり確認しました。
　・�入室する者は、当日の朝、検温するなど体調管理を徹底し、発熱の際は欠席すること。
　・入室の際は、手のアルコール消毒を心掛けること。
　・極力、マスクの着用を心掛けること。
　・マスクを着用したままの発言を認めること。
　・全員協議会室については、休憩時間に随時換気すること。

委員会出席者

　２月28日開催の議会災害対策会議において協議した結果、原則として傍聴はご遠慮い
ただくこととしました。市議会ホームページでの案内や傍聴席入口に貼り紙を掲示し、
周知を図りました。（右上の写真）
　今後の議会の傍聴等に関する情報は、市議会ホームページなどでご案内いたします。

傍聴者

 議会災害対策会議の設置
　国内でも新型コロナウイルスの感染者が拡大を見せていた２月28日、市
において新型コロナウイルス対策本部会議が設置されたことに伴い、議会
においても同日、議長が議会災害対策会議を設置しました。議会災害対策
会議では、市の対策本部会議に出席している議会事務局長から現状や対応
等について報告を受けました。また、議員から出された感染拡大防止策や
学校の再開、市内事業者への支援などの意見・要望などは、精査した上で
市の対策本部会議へ提供しました。
 本会議、委員会等
　市の感染拡大防止対策を受け、2月28日の総務常任委員会以降の審査日
程を変更し、市の業務縮小体制が解除された後の3月10日に再開しました。
その後の本会議および委員会の開催に当たっては、手洗い、アルコール消
毒の徹底を図るとともに、必要最小限の出席者にとどめる、マスクを着用
したままの発言を認めるなど感染拡大防止に細心の注意を払った上で開催
しました（下記参照）。２月定例会の会期については６日間延長し、3月
25日までとしました。

鎌倉市議会　中継
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一
般
質
問
と
は
、
市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い

て
市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
、
2
月
定
例
会
で
は
5
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
全
文
は
、
5
月
下
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録
に

掲
載
し
ま
す
。
図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会

議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
の

対
策
に
注
力
し
て
持
続
可
能
な
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
市
が
行
っ

た
「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
に
つ

い
て
次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
本
市
は
「
気
候
非
常
事
態

宣
言
」
を
し
た
が
、
今
後
の
考

え
方
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長
…
第
３
次
鎌
倉
市
総
合

計
画
第
４
期
基
本
計
画
実
施
計

画
の
策
定
に
当
た
り
、
気
候
非

常
事
態
へ
横
断
的
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
市
と
し
て
の
体
制

を
整
え
、
施
策
や
計
画
の
実
効

性
を
確
保
し
て
い
る
。
令
和
２

年
度
に
は
、
鎌
倉
市
地
球
温
暖

化
対
策
地
域
実
行
計
画
の
改
定

を
予
定
し
て
お
り
、
関
係
各
課

の
温
暖
化
緩
和
策
・
適
応
策
の

取
り
組
み
を
明
確
に
体
系
づ
け

る
こ
と
で
、
各
課
の
施
策
等
が

機
能
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

質
問
…
気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
国

内
で
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
が

多
く
発
生
し
て
い
る
た
め
、
対

応
が
必
要
で
あ
る
。宣
言
に
は
、

緩
和
策
と
適
応
策
を
進
め
る
と

あ
る
が
、
対
応
を
聞
き
た
い
。

市
長
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
衛
生
時

報
等
を
活
用
し
熱
中
症
の
予
防

方
法
を
発
信
す
る
ほ
か
、
高
齢

者
向
け
健
康
づ
く
り
教
室
な
ど

を
通
じ
て
、
小
ま
め
に
水
分
補

給
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど

を
伝
え
て
い
く
。
外
出
時
の
熱

中
症
予
防
と
し
て
は
、
各
支
所

等
を
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
開
放
し
、
ウ
オ
ー
タ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
給
水
ス

ポ
ッ
ト
の
設
置
を
進
め
る
。

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
次
の
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
】

質
問
…
災
害
時
の
ド
ロ
ー
ン
の
利

用
に
つ
い
て
、
本
市
に
お
け
る

活
用
状
況
を
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長
…
災
害
情
報
の
収

集
方
法
と
し
て
、
上
空
か
ら
の

映
像
は
有
効
で
あ
る
。
昨
年
の

台
風
15
号
、
19
号
の
際
は
、
鎌

倉
ド
ロ
ー
ン
協
会
の
協
力
に
よ

り
、
倒
木
被
害
等
を
上
空
か
ら

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
斜
面
地
の
点
検
】

質
問
…
逗
子
市
の
通
学
路
の
斜
面

地
の
崩
落
事
故
を
受
け
、
市
内

の
斜
面
地
に
つ
い
て
、
本
市
で

は
ど
の
よ
う
な
点
検
を
し
た
か
。

都
市
整
備
部
長
…
市
職
員
が
、
斜

面
に
お
け
る
擁
壁
の
有
無
、
擁

壁
の
上
部
の
状
態
を
確
認
し

た
。
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

落
石
防
護
柵
お
よ
び
防
止
ネ
ッ

ト
の
有
無
な
ど
の
目
視
点
検
を

行
っ
た
。

質
問
…
第
一
中
学
校
の
通
学
路
の

斜
面
地
の
安
全
対
策
は
緊
急
性

を
要
す
る
と
思
う
が
、
本
市
の

考
え
方
を
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長
…
道
路
沿
い
の
民

有
地
は
、
土
地
所
有
者
の
責
任

で
安
全
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

が
原
則
だ
が
、
過
去
の
経
過
を

踏
ま
え
、
市
が
安
全
対
策
を
実

施
す
る
必
要
性
が
高
い
と
考
え

て
い
る
。早
期
に
結
論
を
出
し
、

対
策
に
着
手
し
た
い
。

【
避
難
所
の
設
営
と
運
営
】

質
問
…
避
難
所
を
緊
急
時
に
開
く

場
合
、
設
営
と
運
営
は
、
誰
が

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

防
災
安
全
部
長
…
震
度
５
強
以
上

の
地
震
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
定

め
ら
れ
た
職
員
が
自
動
参
集

し
、
市
立
小
・
中
学
校
を
避
難

所
と
し
て
開
設
す
る
。
運
営
に

つ
い
て
は
、
避
難
所
運
営
委
員

会
を
設
置
し
運
営
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
風
水
害
時
は
、
職

員
が
開
設
と
運
営
を
し
て
い
る

が
、
昨
年
秋
の
台
風
の
経
験
を

踏
ま
え
、
避
難
が
長
期
化
し
た

場
合
の
運
営
体
制
の
構
築
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

質
問
…
共
助
の
部
分
で
は
自
主
防

災
組
織
が
あ
る
が
、
自
主
防
災

組
織
か
ら
の
支
援
を
受
け
に
く

い
、
在
宅
避
難
者
へ
の
支
援
・

対
応
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

同
部
長
…
大
規
模
災
害
で
も
、
自

宅
が
被
災
を
免
れ
れ
ば
、
在
宅

避
難
者
の
比
率
が
高
く
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
地
域
防
災

計
画
で
は
、
在
宅
避
難
者
お
よ

気
候
非
常
事
態
宣
言

防

災

対

策

一般質問項目一覧
①　松中　健治（無所属）
　１　ＳＤＧｓの取り組み
　　　危機管理。ドローン活用。
　２　防災
　　　台風被害からの教訓と対策。
　　　�国道134号、斜面地。地震、津波、

高潮、第一中学校通学路。
　３　清掃工場、災害ゴミ。
　４　鎌倉の歴史。大河ドラマ等の対応。
　５　�やぐら、名越釈迦堂、ハイキング

コース、歴史的風土関係の整備。
②　長嶋　竜弘（無所属）
　１　�鎌倉市政に異論反論オブジェク

ションVOL.10～臨界点を超えた
松尾市政が2020にもたらすもの
は？～

③　千　一（無所属）
　１　�19人を殺害した植松被告と優生思

想と効率主義について
　２　�オリンピック・パラリンピックと

鎌倉西口トイレ及び東口の段葛に
ついて

　３　孤独死を防ぐには
　４　�横断歩道と歩行者用信号に対する

警察と鎌倉市の対応について
④　くりはら えりこ（無所属）
　１　�オリンピック・パラリンピックに

ついて（ＳＤＧｓ目標16）
　２　�新型コロナウイルス等の感染症対

策について（ＳＤＧｓ目標３）
　３　�受動喫煙防止、たばこ依存症の禁

煙治療について（ＳＤＧｓ目標３）
　４　�鎌倉市内のインターネット環境に

ついて（ＳＤＧｓ目標９）

　５　�避難所の設営・運営、自主防災組
織、在宅避難者への支援について
（ＳＤＧｓ目標11）

　６　�防災機能公園、街路樹、エディブ
ルガーデンについて（ＳＤＧｓ目
標１・11）

　７　�北鎌倉隧道について（ＳＤＧｓ目
標11）

　８　�鎌倉市の気候非常事態宣言と気候
危機対策の進捗状況について

　　　（ＳＤＧｓ目標13・17）
　９　�ゼロ・ウェイストの取り組みにつ

いて（ＳＤＧｓ目標12）
　10　�再生可能（グリーン）エネルギー

政策について（ＳＤＧｓ目標７・
11）

　11　�学校改修、公共建築物長寿命化
と断熱性能について（ＳＤＧｓ
目標12）

　12　�鎌倉市の財政見通しと事業計画
見直しについて（ＳＤＧｓ目標
11）

⑤　竹田　ゆかり（無所属）
　１　博物館基本構想について
　２　�子どもたちの学習権を守る「教職

員の働き方改革」について
　３　�子どもたちの学習権を守る「教育

環境条件整備」について
　４　�「オンデマンドモビリティサービ

ス」の検討について
　５　�公用財産・公共財産の管理規則に

ついて

一般質問の録画中継
映像は、こちらから
ご覧いただけます。

び
自
動
車
や
テ
ン
ト
へ
の
避
難

者
を
避
難
所
外
避
難
者
と
位
置

づ
け
て
い
る
。
物
資
に
つ
い
て

は
、
最
寄
り
の
避
難
所
等
で
提

供
す
る
こ
と
と
し
、
情
報
提
供

等
の
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

【
公
園
の
防
災
機
能
】

質
問
…
公
園
の
防
災
機
能
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長
…
公
園
に
は
、
火

災
の
遅
延
や
防
止
、
避
難
や
救

護
活
動
の
場
な
ど
の
防
災
機
能

が
あ
る
。
ま
た
、
鎌
倉
中
央
公

園
や
岩
瀬
下
関
防
災
公
園
に

は
、
防
災
備
蓄
倉
庫
や
か
ま
ど

ベ
ン
チ
な
ど
の
防
災
施
設
を
備

え
て
い
る
。

【
市
長
に
問
う
】

質
問
…
防
災
に
は
、
職
員
一
人
一

人
、
理
事
者
、
ト
ッ
プ
の
決
意

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
市
と
し
て
行
っ

て
い
く
施
策
は
、
防
災
、
予
防

と
い
う
こ
と
に
注
力
し
て
ほ
し

い
。市
長
の
決
意
を
聞
き
た
い
。

市
長
…
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
の
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
て
市
民
生
活

を
守
る
た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
か
ら
の
備
え
に
注
力

し
、
突
発
的
に
発
生
す
る
災
害

な
ど
に
対
し
、
常
に
迅
速
か
つ

適
切
に
対
応
で
き
る
体
制
の
構

築
に
努
め
て
き
た
。
令
和
２
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
４
期

基
本
計
画
は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
強
靭
）な
ま
ち
づ
く
り
に
重
点

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
気

候
変
動
に
対
す
る
緩
和
策
・
適

応
策
な
ど
に
も
取

り
組
む
こ
と
と
し

た
。
計
画
に
定
め

た
施
策
を
着
実
に

推
進
し
て
い
き
た

い
。

請願・陳情の議決結果
　２月定例会では１件の請願、９件の陳情が提出されました。うち陳情２件
を全議員に配付し、請願１件、陳情７件を各常任委員会に付託し、審査を行
いました。その結果、陳情４件を採択し（令和元年12月定例会で継続審査と
していた１件を含む）、請願１件、陳情４件を継続審査としました。
　結論が出た陳情の要旨と結果は次のとおりです。
【採択した陳情】
◇観光厚生常任委員会の視察に業者が同席した事実の調査を求める陳情
　陳情の要旨　
　�　昨年10月に行われた観光厚生常任委員会の香川県への行政視察に、鎌倉
市の業者が同席した理由について調査し、市民にその結果を公表すること
を求めるものです。
　委員会および本会議の結果　
　　�委員会、本会議ともに総員の賛成により採択しました。
◇鎌倉市公共施設再編計画の見直しについての陳情
　陳情の要旨　
　�　市は鎌倉市公共施設再編計画に基づき、公共施設の統廃合に着手してい
るが、市民への情報提供等が不十分であり、社会情勢の変化や自然災害の
増大に対処するために、全般的な見直しを行い、新たな計画の検討、策定
を求めるものです。
　委員会および本会議の結果　
　　委員会、本会議ともに多数の賛成により採択しました。
◇今泉クリーンセンターを候補地とする生ごみ資源化施設の整備を強行しな
いことを求めることについての陳情
　陳情の要旨
　�　市が示した生ごみ資源化施設整備の方針について、議会として十分に検
証し、市が住民の声を無視して施設整備に踏み切ることのないよう尽力す
ることを強く要望するものです。
　委員会および本会議の結果　
　　�委員会、本会議ともに総員の賛成により採択しました。
◇グラウンド施設の早期建設と代替地確保についての陳情
　陳情の要旨
　�　平成19年に総合体育施設の整備を求めることについての陳情が採択され
たことから施設建設に期待していたものの、深沢地域整備事業が遅れるこ
とによる懸念があるため、早期完成のための計らいと建設中の代替地の確
保を、議会として、市に強く働き掛けるよう求めるものです。
　委員会および本会議の結果　
　　�委員会、本会議ともに総員の賛成により採択しました。



（３）　　第２４９号 か ま く ら 議 会 だ よ り 令和２年（2020年）５月１日

１　
予
算
関
係
議
案
の
提
案

　

２
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
に
お
い
て
、
市
長
か
ら
令
和
２

年
度
の
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信

と
施
策
概
要
の
説
明
が
行
わ
れ
、

一
般
会
計
予
算
、
６
特
別
会
計
予

算
な
ど
、
令
和
２
年
度
予
算
関
係

議
案
11
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

（
11
件
の
う
ち
、
１
件
は
同
日
開

催
の
本
会
議
に
お
い
て
可
決
）

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
予
算
総
額
）

一�

般
会
計
お
よ
び
６
特
別
会
計
の

合
計
／
１
１
５
０
億
８
３
１
２

万
７
千
円
（
前
年
度
比
２
・
２

％
の
増
）

（
各
予
算
規
模
）

一�

般
会
計
／
６
４
２
億
８
７
０
万

円
（
前
年
度
比
４
・８
％
の
増
）

特�

別
会
計
／
大
船
駅
東
口
市
街
地

再
開
発
事
業
、
国
民
健
康
保
険

事
業
、
公
共
用
地
先
行
取
得
事

業
、
介
護
保
険
事
業
、
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
お
よ
び
下
水
道

事
業
（
公
営
企
業
会
計
）
の
６

特
別
会
計
合
計
で
、
５
０
８
億

７
４
４
２
万
７
千
円
（
前
年
度

比
０
・
９
％
の
減
）

２　
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置

　

２
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
に
お
い
て
、
予
算
関
係
議
案
に

対
す
る
各
会
派
か
ら
の
代
表
質
問

を
終
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
予
算

関
係
議
案
は
、
令
和
２
年
度
の
市

政
を
決
定
す
る
重
要
な
案
件
で
あ

り
、
議
会
の
立
場
か
ら
十
分
な
る

審
査
・
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
特
別
委
員
会
設
置

の
動
議
に
よ
り
10
名
の
委
員
か
ら

な
る
令
和
２
年
度
鎌
倉
市
一
般
会

計
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
以

下
「
予
算
特
別
委
員
会
」）
を
設

置
し
、
予
算
関
係
議
案
10
件
の
審

査
を
付
託
し
ま
し
た
。

３  

予
算
特
別
委
員
会
で
審
査

（
担
当
原
局・理
事
者
へ
の
質
疑
）

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
３
月

13
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、
付
託

さ
れ
た
予
算
関
係
議
案
に
つ
い

て
、
市
長
が
所
信
表
明
で
述
べ
て

い
る
予
算
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第
４
期

基
本
計
画
実
施
計
画
に
位
置
付
け

ら
れ
た
諸
事
業
を
は
じ
め
、
市
民

生
活
に
密
着
し
た
事
業
や
重
点
的

か
つ
政
策
的
な
課
題
・
施
策
が
ど

の
よ
う
に
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い

る
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
担
当
原

局
に
対
し
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、３
月
23
日
は
、施
策
の
一
部

に
つ
い
て
市
長
へ
の
質
疑
を
行
い
、

鎌
倉
市
の
ご
み
処
理
計
画
に
つ
い

て
や
、公
共
施
設
再
編
事
業
に
つ
い

て
な
ど
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

４  

予
算
特
別
委
員
会
で
採
決

　

付
託
を
受
け
た
令
和
２
年
度
一

般
会
計
予
算
な
ど
10
議
案
の
採
決

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
、

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業

な
ど
６
特
別
会
計
予
算
お
よ
び
３

件
の
条
例
議
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

５  

審
査
結
果
の
報
告

　

３
月
25
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
審
査

結
果
等
が
報
告
さ
れ
、
次
の
意
見

が
付
さ
れ
ま
し
た
。

①�

危
機
管
理
能
力
お
よ
び
災
害
対

策
の
強
化
に
つ
い
て

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
状
況
下
に
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
中
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
に
も
鎌
倉
市
独
自
の
危
機

管
理
能
力
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
今
回
の
危
機
事
象
を

し
っ
か
り
と
捉
え
た
上
で
、
身
に

付
け
た
危
機
管
理
能
力
を
、今
後
、

必
要
な
計
画
の
策
定
に
生
か
し
て

い
く
こ
と
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
商
工
業
者
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
は
、市
内
事
業
者
が
、

急
激
な
業
績
悪
化
に
よ
り
閉
店
や

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
必
要
か
つ
迅
速
な
支
援

を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
災
害
対
策
の
強
化
に
つ

い
て
は
、
災
害
時
に
正
確
な
判
断

を
行
う
た
め
に
は
、
多
種
多
様
な

情
報
を
い
ち
早
く
収
集
す
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
詳
細
な
市
内
の
情
報
を
収
集

で
き
る
ツ
ー
ル
を
備
え
、
災
害
対

策
本
部
機
能
を
さ
ら
に
強
化
す
る

こ
と
、高
台
へ
の
避
難
路
の
確
保
、

津
波
避
難
施
設
の
整
備
な
ど
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
等
を
審
査

一
般
会
計
予
算
を
可
決

教育こどもみらい常任委員会
観光厚生常任委員会 総 務 常 任 委 員 会

２月26日、３月30日（協議会）開催
審査した内容（議案１件、陳情２件、報告事項11件）

２月25日、３月27日（協議会）開催
審査した内容（議案４件、陳情３件、報告事項９件）

２月28日、３月３日、10日開催　
審査した内容（議案７件、陳情２件、報告事項10件）

陳情第34号　今泉クリーンセンターを候補地とする生ごみ資源化施
設の整備を強行しないことを求めることについての陳情
　本陳情の要旨は、鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化実施計画（素
案）に、今泉クリーンセンターを候補地とする生ごみ資源化施設整備の方
針が示されたが、当該施設についてはさまざまな懸念があり、地元住民を
含む多くの鎌倉市民の理解を得ているとは言えないことから、市が住民の
声を無視して施設整備に踏み切ることのないよう強く要望するものです。
　市の説明によると、本市が計画している施設と同規模以上の好気性微生
物発酵処理施設が安定的に稼働していること、施設整備に当たっては、ま
ずは小規模施設の整備から実施し、資源化の確実な処理方法や効率的な運
営、臭気対策等の十分な確認を行い、本市にとって最適な施設運営方法を
見極めた上で、施設を増設していきたいとのことです。
　委員会では、「今泉、今泉台、岩瀬の３町内会にはこれまで迷惑を掛け
てきており、また、現在さまざまな説得を続けている中、生ごみ資源化施
設が整備できない場合は、その分は自区外処理をせざるを得ないといった
本市のごみ処理の考え方については、失望するとともに憤りを感じている」
などの意見が出され、総員の賛成により採択されました。

報告事項　支所における収納業務の見直しについて
　市は、市県民税、国民健康保険料といった収納業務（※）について、約
１年間の周知期間を設けた後、令和３年（2021年）３月31日をもって支所窓
口における取り扱いを終了するとのことです。収納業務については、銀行
や郵便局などでの口座振替や窓口払い、コンビニエンスストアによる収納
代行など、さまざまな代替手法が普及しており、業務の効率化や現金管理
におけるリスクの低減が図れると判断したとのことです。
　委員会では、「利用者が困ることがないよう丁寧な周知を求める」「コンビ
ニなどが遠い地域はないことを確認した上での判断か」「支所
が本来持つ、地域の方とのコミュニケーションという機能につ
いては今後どう保持していくのか」といった質疑を行い、市の
考え方を確認した後、報告事項について了承されました。
※詳細は市ホームページ、支所で配布しているチラシから御確認いただけます。

常任委員会
このほかに、新年度予算関係
議案の予備審査を行いました。

予算特別委員会委員（議席順）
委 員 長 高野　洋一（日本共産党鎌倉市議会議員団）
副委員長 伊藤　倫邦（自由民主党鎌倉市議会議員団）

委　　員

志田　一宏（自由民主党鎌倉市議会議員団）
武野　裕子（日本共産党鎌倉市議会議員団）
前川　綾子（鎌倉みらい）
河村　琢磨（鎌倉のヴィジョンを考える会）
日向　慎吾（鎌倉夢プロジェクトの会）
保坂　令子（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）
大石　和久（公明党鎌倉市議会議員団）
山田　直人（鎌倉みらい）

建 設 常 任 委 員 会
２月27日開催　
審査した内容（議案２件、請願１件、報告事項12件）
報告事項　鎌倉駅西口駅前広場整備の現状について
　鎌倉駅西口駅前広場については、市民、来訪者が共存できる快適な駅前
環境を整えるため、令和元年度（2019年度）内の供用開始を目指して整備
工事を進めてきたものの、令和元年（2019年）９月、10月に関東地方に上
陸した台風15号、19号による影響で、工事期間延長の必要が生じたとのこ
とです。
　なお、延長後の工期は令和２年（2020
年）４月下旬までを見込み、現在、工期
延長の変更契約締結に向けて準備を進め
ており、ゴールデンウィーク前の供用開
始を目指しているとのことです。
　委員会では、報告事項について了承さ
れました。 整備イメージ

報告事項　鎌倉市にふさわしい博物館基本構想の素案について
　鎌倉市にふさわしい博物館基本構想検討委員会を平成31年（2019年）３
月から３回にわたり開催し、素案を作成したとのことです。
　その基本的な考え方として、「歴史的遺産と共生するまちづくり」を推
進するため、鎌倉市全体を博物館として捉える「エコミュージアム（※）」
を構築し、行政と市民の協力関係による運営を行うこととされています。
　エコミュージアムにおいては、既存の博物館等を「中核施設（コア）」、
地域の文化財や施設等を「衛星施設（サテライト）」、施設間を有機的に結
ぶ散策ルートを「発見の小径（ディスカバリートレイル）」として設定し
ますが、素案では、中核施設となる鎌倉国宝館および鎌倉歴史文化交流館
の２館の連携を強化し、機能の拡充を図ることが示されています。
　今後は、今回示された素案を基本構想として確定させた後、基本計画、
実施計画を策定し、令和４年度（2022年度）以降、順次、実施計画を実行
していく予定とのことです。
　委員会では、報告事項について了承されました。
【用語の解説】※エコミュージアム　エコロジー（生態学）とミュージアム（博物館）とをつなぎ合わせた造語であり、一定の地域
に点在する歴史・文化・自然・産業等の遺産を現地において保存・管理し、その全体をミュージアムと捉え、運営していく仕組み

ハ
ー
ド
面
で
の
対
策
に
つ
い
て
も

地
域
住
民
と
の
連
携
に
よ
る
可
能

性
を
追
求
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

②
高
齢
者
の
外
出
支
援
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
健
康
維
持
や
趣
味
を

見
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
た
め

に
も
、外
出
の
機
会
を
増
や
す
こ
と

は
大
事
で
あ
る
た
め
、他
市
の
事
例

も
参
考
に
し
な
が
ら
、今
後
も
積
極

的
に
高
齢
者
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。

③
ご
み
処
理
施
策
に
つ
い
て

　

今
後
の
ご
み
処
理
行
政
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
信
頼
を
し
っ
か
り

と
得
た
上
で
進
め
て
い
く
こ
と
、
ま

た
、
責
任
あ
る
ご
み
処
理
の
方
向

性
を
確
立
し
て
い
く
よ
う
求
め
る
。

④�

文
化
財
の
保
存・活
用
に
つ
い
て

　

文
化
財
は
、
公
開
・
活
用
し
て

こ
そ
、そ
の
価
値
が
高
ま
る
こ
と
、

ま
た
、
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
の

紹
介
や
実
施
中
の
イ
ベ
ン
ト
の
映

像
を
発
信
す
る
な
ど
に
よ
り
、
そ

の
魅
力
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
と

と
も
に
市
内
に
点
在
す
る
文
化

財
・
施
設
等
を
「
発
見
の
小
径
」

で
結
ぶ
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
実

現
に
お
い
て
は
、
地
域
振
興
に
と

ど
ま
ら
ず
、
そ
の
歴
史
的
価
値
に

鑑
み
、
文
化
財
の
保
護
・
保
全
に

つ
な
げ
る
よ
う
求
め
る
。

６　
本
会
議
で
採
決

　

委
員
長
報
告
の
後
、各
会
派
の
議

員
お
よ
び
２
名
の
無
所
属
議
員
か

ら
、討
論
と
し
て
、原
案
に
対
す
る

賛
否
の
意
見
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

一
般
会
計
予
算
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
事
業
、
公
共
用
地
先
行
取
得
事

業
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
の
３

特
別
会
計
予
算
は
多
数
の
賛
成
に

よ
り
原
案
を
可
決
、
大
船
駅
東
口

市
街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計
予

算
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予

算
、
下
水
道
事
業
会
計
予
算
お
よ

び
３
件
の
条
例
議
案
は
総
員
の
賛

成
に
よ
り
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

市のホームページに
アクセスできます
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令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ

か
諸
議
案
に
賛
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

深
刻
さ
を
増
す
、
少
子
高
齢
化

で
持
続
可
能
な
行
政
経
営
を
行
う

た
め
に
は
、事
業
の
選
択
と
集
中
、

行
財
政
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
、
計
画
の
実

行
の
た
め
、
必
要
な
行
動
を
取
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

●�

経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解

決
を
両
立
す
る
新
た
な
社
会
。

　

少
子
高
齢
化
の
課
題
先
進
市
と

し
て
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
デ
ー
タ
の

活
用
に
よ
る
共
生
社
会
の
実
現
の

た
め
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業

を
求
め
予
算
計
上
さ
れ
、
評
価
す

る
が
、担
当
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

●
行
財
政
改
革

　

補
助
金
の
見
直
し
、
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
、社
会
・
地
域
の
ス
マ
ー

ト
化
、歳
入
確
保
策
を
、市
民
の
皆

さ
ま
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

全
身
全
霊
で
取
り
組
む
よ
う
求

め
、令
和
２
年
度
か
ら
よ
り
一
層
取

り
組
む
と
の
こ
と
で
評
価
し
ま
す
。

●
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
を
。

　

激
甚
化
す
る
台
風
被
害
で
は
、

民
有
緑
地
か
ら
の
倒
木
で
家
屋
の

損
壊
が
発
生
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と

か
ら
、森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
民
有
緑
地
の
管
理
を
求
め
、

活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
ご
み
処
理
問
題

　

第
３
次
鎌
倉
市
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
の
事
務
を
遂
行
し
て

も
、
市
長
の
方
針
転
換
で
ご
み
処

理
施
策
が
進
ま
な
い
の
で
、
市
長

は
政
治
的
責
任
を
ど
う
取
る
の
か

問
い
、
先
頭
に
立
っ
て
責
任
を
果

た
し
て
い
く
、
と
の
こ
と
で
注
視

し
ま
す
。

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

　

新
し
い
時
代
の
教
育
改
革
で
あ

り
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な

い
、
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
の

実
現
を
求
め
、
国
の
補
助
金
も
含

め
予
算
計
上
さ
れ
、評
価
し
ま
す
。

●
高
齢
者
活
動
運
営
事
業

　

運
転
免
許
証
返
納
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
要
望
が
実
現
し
、
評
価

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
、

さ
ら
な
る
用
途
拡
大
を
求
め
、
対

応
を
注
視
し
ま
す
。

●
観
光
施
策
と
文
化
振
興

　

令
和
４
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

で
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
の
製
作
が

決
定
。
地
域
活
性
化
を
求
め
、
大

河
ド
ラ
マ
・
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
担
当
が
新
設
さ
れ
、
評
価
。

●�

鎌
倉
都
市
計
画
事
業
大
船
駅
東
口

市
街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計

　

大
船
再
開
発
は
鎌
倉
市
立
地
適

正
化
計
画
の
観
点
か
ら
も
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
事
業
の
実
施
を
求

め
、
今
後
、
情
勢
を
見
極
め
な
が

ら
検
討
と
の
こ
と
で
注
視
し
ま
す
。

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策

　

わ
が
会
派
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
最
前
線
で

対
応
に
当
た
っ
て
い
る
皆
さ
ま
を

全
力
で
支
援
し
ま
す
。
政
府
は
、

大
胆
な
経
済
財
政
政
策
を
講
じ
て

お
り
ま
す
。
鎌
倉
市
と
し
て
も
、

融
資
対
象
や
補
助
制
度
の
拡
充
に

よ
る
緊
急
経
済
対
策
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き

市
内
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
を

図
っ
て
い
く
よ
う
求
め
、
対
応
す

る
と
の
こ
と
で
評
価
し
ま
す
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
新
時
代
の

幕
が
明
け
、
初
め
て
の
予
算
編
成

と
な
っ
た
令
和
２
年
度
は
、
第
３

次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第
４
期
基
本

計
画
の
開
始
年
度
で
も
あ
り
ま
し

た
。
鎌
倉
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
考
え

る
会
で
は
、
こ
の
「
第
４
期
基
本

計
画
」
の
計
画
推
進
に
向
け
た
考

え
方
と
、
鎌
倉
市
が
大
き
な
旗
印

と
し
て
掲
げ
る「
共
生
社
会
」「
共

創
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」の
視
点
に
注
視

し
て
代
表
質
問
し
、
さ
ら
に
予
算

特
別
委
員
会
で
詳
細
の
審
査
と
検

証
を
行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
予

算
ほ
か
諸
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

●
扶
助
費
が
最
大
費
目
に

　

地
方
財
政
の
経
費
構
造
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
把
握
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
中
で
も
歳

出
の
経
済
的
な
性
質
を
横
断
的
に

分
類
し
た
性
質
別
内
訳
に
着
目
し

て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
最
大
費
目

と
な
っ
て
い
た
人
件
費
（
21
・
４

％
）
を
抜
い
て
、
扶
助
費
（
22
・

６
％
）
が
予
算
構
成
比
率
で
初
め

て
上
回
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
社
会
保
障
制
度
の
規

定
に
基
づ
く
支
出
が
、
義
務
的
経

費
と
し
て
非
常
に
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
表
し
て
い
ま
す
。
財
源
面
で
支

え
ら
れ
る
う
ち
は
良
い
の
で
す

が
、
近
年
の
経
常
収
支
比
率
が
示

す
よ
う
に
、
鎌
倉
市
の
財
政
は
硬

直
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

●
５
年
と
い
う
歳
月
を
経
て

　

私
た
ち
の
会
派
は
、
こ
う
し
た

社
会
の
到
来
を
予
測
し
、
数
々
の

具
体
的
な
政
策
提
言
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
。
特
に
平
成
27
年
度

予
算
で
は
、
第
４
期
基
本
計
画
と

パ
ブ
リ
テ
ッ
ク
の
礎
と
な
っ
た
行

政
経
営
手
法
を
明
確
に
述
べ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
５
年
と

い
う
時
間
の
ズ
レ
は
大
き
く
、
今

後
よ
り
一
層
の
不
易
流
行
な
行
財

政
運
営
が
必
要
で
す
。

●
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─
19

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
、
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

状
況
下
に
あ
る
中
、
地
方
自
治
体

の
危
機
管
理
能
力
や
情
報
発
信
能

力
の
差
が
、
文
字
通
り
自
治
体
力

と
し
て
問
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
未
知
な
る
脅
威
か

ら
市
民
の
生
命
・
健
康
・
財
産
を

守
る
た
め
に
は
、
鎌
倉
市
独
自
の

危
機
管
理
能
力
を
高
め
、
地
域
全

体
の
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
見
極
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
提
案
し
委
員
の
総
意
と

し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
２
市
１
町
ご
み
処
理
広
域
化

　

鎌
倉
の
ご
み
処
理
を
２
市
１
町

の
広
域
化
で
行
う
と
し
て
も
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
の
理
念

が
内
包
さ
れ
た
施
策
を
展
開
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま

た
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
現
段
階
か
ら
域
外
で
の

処
理
を
市
長
自
ら
が
言
明
さ
れ
た

こ
と
は
、
計
画
に
大
き
な
影
を
落

と
し
ま
し
た
。
ご
み
を
発
生
さ
せ

な
い
こ
と
が
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

で
あ
る
な
ら
ば
、
域
外
に
ご
み
を

出
さ
な
い
こ
と
も
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
で
す
。
施
策
に
論
理
矛
盾
が

生
じ
て
破
綻
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
い
ま
一
度
、
抜
本
的
な
計
画
案

の
見
直
し
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
問
題
で
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
で
き
る
限
り

キ
ャ
ッ
チ
し
、
市
民
に
寄
り
添
う

市
政
運
営
を
求
め
ま
し
た
。

●�

第
４
期
基
本
計
画
─
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
財
政
力
か
ら
、
村
岡
新

駅
建
設
で
一
気
に
貯
金
が
枯
渇
。

　

市
の
財
政
力
は
、
健
全
性
を
図

る
「
地
方
財
政
健
全
化
法
」
の
基

準
を
大
幅
に
ク
リ
ア
し
て
お
り
、

県
下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
し
か

し
基
本
計
画
は
、
藤
沢
市
に
造
る

「
村
岡
新
駅
」
を
含
む
大
型
事
業

計
画
が
入
る
た
め
、
約
49
・
５
億

円
の
不
足
額
が
生
じ
、
３
年
後
に

は
56
億
円
の
市
の
貯
金
（
財
政
調

整
基
金
）
も
無
く
な
り
、
当
初
予

算
編
成
の
見
込
み
が
な
い
と
言
い

ま
す
。
そ
の
た
め
市
民
生
活
の
た

め
の
事
業
の
「
仕
分
け
」
や
受
益

者
負
担
の
見
直
し
で
財
源
の
確
保

を
す
る
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お

り
、
到
底
容
認
で
き
ま
せ
ん
。
自

治
体
の
本
務
で
あ
る
住
民
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
に
力
点
を
置

く
べ
き
と
い
う
観
点
か
ら
、
一
般

会
計
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

●�

玉
縄
青
少
年
会
館
廃
館
問
題
と

公
共
施
設
再
編
計
画

　

安
易
な
廃
止
議
案
が
議
会
で
否

決
さ
れ
た
重
み
を
認
識
し
、
施
設

の
応
急
的
な
改
修
を
含
め
た
検
討

と
、
住
民
が
参
加
す
る
「
検
討
会

議
」
を
地
域
ご
と
に
設
置
し
、
公

共
施
設
再
編
計
画
の
在
り
方
を
検

討
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

●
市
役
所
移
転
は
急
が
ず
合
意
を

　

今
の
本
庁
舎
は
耐
震
補
強
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
民
合
意
の
た
め

に
移
転
を
急
が
ず
、
長
期
的
な
視

点
で
財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
る

こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

●
子
ど
も
の
国
保
料
引
き
下
げ
を

　

子
ど
も
が
増
え
る
と
国
保
料
負

担
が
重
く
な
る
「
均
等
割
」
分
に

相
当
す
る
軽
減
策
を
求
め
ま
し
た
。

●
交
通
補
助
制
度
の
復
活
・
充
実

　

長
い
間
要
求
し
て
き
た
高
齢
者

の
外
出
支
援
が
運
転
免
許
証
返
納

者
に
対
し
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
免
許
証
の
な
い
高
齢
者
に

も
使
え
る
交
通
補
助
制
度
を
求
め

ま
し
た
。

●
ご
み
問
題
─
ま
ず
信
頼
回
復
を

　

逗
子
市
の
焼
却
施
設
へ
の
受
け

入
れ
終
了
ま
で
の
14
年
間
、
施
設

建
設
で
ま
ず
市
民
の
納
得
と
合
意

を
図
り
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
、

生
ご
み
の
資
源
化
は
、
バ
イ
オ
ガ

ス
化
も
含
め
最
新
技
術
の
生
ご
み

処
理
の
探
求
を
求
め
ま
し
た
。

　
　

◇　

─
─
─
─
─　

◇

　

ほ
か
、青
少
年
「
平
和
と
交
流
」

事
業
へ
の
参
加
、
図
書
館
司
書
職

の
正
規
採
用
、学
校
老
朽
化
対
策
、

認
可
保
育
園
の
借
地
料
助
成
制
度

新
設
、
倒
木
被
害
へ
の
新
た
な
支

援
策
、
鎌
倉
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設

置
、
ワ
ン
ル
ー
ム
建
築
物
の
ご
み

集
積
に
関
し
開
発
事
業
条
例
の
改

正
を
求
め
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
よ
る
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
、
作
業
セ
ン
タ
ー
の
人
員
削

減
問
題
、高
齢
者
の
医
療
福
祉
、子

ど
も
会
館
な
ど
も
質
疑
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
横
浜
市
の
カ
ジ
ノ
誘
致

に
対
す
る
市
長
の
認
識
に
つ
い
て

も
た
だ
し
ま
し
た
。

新年度予算に対する
各会派の評価と見解

 

①
自
由
民
主
党

　 

鎌
倉
市
議
会
議
員
団

　 （
志
田 

一
宏 

議
員
）

 

②
鎌
倉
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

　 

考
え
る
会

　 （
河
村 

琢
磨 

議
員
）

 

③
日
本
共
産
党

　 

鎌
倉
市
議
会
議
員
団

　 （
武
野 

裕
子 

議
員
）

 

④
神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　 

運
動
・
鎌
倉

　 （
安
立 

奈
穂 

議
員
）

 

⑤
鎌
倉
み
ら
い
　

　 （
山
田 

直
人 

議
員
）

 

⑥
公
明
党

　 

鎌
倉
市
議
会
議
員
団

　 （
大
石 

和
久 

議
員
）

 

⑦
鎌
倉
　

　 

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

　 （
日
向 

慎
吾 

議
員
）

各 

派
代
表
質
問

（
代
表
質
問
順
）

　

２
月
19
日
～
21
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
令
和
２
年
度
予
算
議
案

に
対
す
る
各
派
代
表
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
会
派
の
質
問
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

新
駅
よ
り
も
、
希
望
の
持
て
る

く
ら
し
を
優
先
に

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

不
易
流
行
の
行
政
経
営
と
危
機
管
理

能
力
の
強
化
を

課
題
を
先
送
り
せ
ず
、
行
動
を
。

自
民
党
鎌
倉
市
議
団

日
本
共
産
党



（５）　　第２４９号 か ま く ら 議 会 だ よ り 令和２年（2020年）５月１日

　

第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
の
最

後
の
６
年
間
に
当
た
る
第
４
期
基

本
計
画
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た

る
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ

か
諸
議
案
に
賛
成
い
た
し
ま
し

た
。持
続
可
能
な
鎌
倉
の
未
来
に
、

議
決
責
任
と
説
明
責
任
を
果
た

し
、
予
算
執
行
を
監
視
・
評
価
し

て
い
く
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま

す
。

　

以
下
に
、
予
算
に
対
し
、
会
派

の
評
価
と
見
解
を
述
べ
ま
す
。

●
納
得
性
の
高
い
再
編
計
画
に

　

公
共
施
設
再
編
計
画
の
見
直
し

は
、「
持
続
可
能
な
都
市
経
営
」

の
視
点
で
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
方
針
や
施
設
更
新
に
要
す

る
財
源
確
保
、
防
災
対
策
等
が
考

慮
さ
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

利
用
者
需
要
の
変
化
等
の
社
会
情

勢
を
捉
え
、
丁
寧
な
説
明
と
組
織

横
断
的
な
フ
ォ
ロ
ー
の
在
り
方
を

検
討
し
、
再
編
計
画
の
理
念
や
目

的
の
周
知
が
図
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
現
計
画
を
基
本
に
再
編
組
織

の
体
制
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が

確
認
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
評
価

し
、
市
民
の
納
得
性
の
高
い
再
編

計
画
の
推
進
を
要
望
し
ま
し
た
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
の
確
保
強
化

　

鎌
倉
の
目
指
す
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
な
ど
人
に
優
し
い
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
を
通
し
て
社
会

課
題
を
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
実
務
面
で
は

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
ツ
ー
ル
、
業
務
効
率
向
上
ア
プ

リ
の
導
入
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
業
務
環
境
の
変
化
に
対

応
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
有
す
る
人

材
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
採
用
強
化
、
入
庁
後

の
人
材
育
成
・
能
力
開
発
に
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
求
め

ま
し
た
。

●
健
康
情
報
デ
ー
タ
の
活
用

　

健
康
情
報
デ
ー
タ
は
、
医
療
・

介
護
・
健
診
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

か
つ
大
量
に
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
に
配
慮
し
な
が
ら
健
康

寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
る
た
め
、

市
民
の
健
康
に
関
わ
る
貴
重
な

デ
ー
タ
を
連
携
・
分
析
し
、
証
拠

に
基
づ
く
政
策
立
案（
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
）

に
活
用
で
き
る
体
制
を
早
期
に
築

く
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

●
深
沢
地
域
整
備
の
推
進

　

令
和
元
年
に
着
手
し
た（
仮
称
）

村
岡
新
駅
概
略
設
計
は
、
令
和
２

年
度
も
引
き
続
き
予
算
化
さ
れ
、

今
年
末
か
ら
来
年
初
め
に
は
新
駅

設
置
の
見
極
め
が
行
わ
れ
ま
す
。

深
沢
地
域
整
備
の
形
を
決
定
付
け

る
大
き
な
要
素
で
あ
り
、
そ
の
結

果
は
冷
静
に
見
守
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
深
沢
地
区
ま
ち
づ
く
り
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
基
本
方
針
は
、
土
地

利
用
計
画
の
見
直
し
を
踏
ま
え
て

時
点
修
正
し
策
定
さ
れ
ま
す
。
深

沢
地
域
整
備
の
「
堅
持
す
べ
き
哲

学
」と
し
て
、そ
の
策
定
に
万
全
を

期
す
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

●
新
基
本
計
画
の
完
遂
を
期
す

　

将
来
の
鎌
倉
の
姿
を
共
有
し
実

現
を
目
指
す
新
基
本
計
画
の
実
効

性
を
高
め
る
た
め
、
財
政
収
支
の

見
通
し
が
厳
し
い
今
だ
か
ら
こ

そ
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
よ
る
政
策
分
野

を
増
や
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

公
明
党
鎌
倉
市
議
会
議
員
団

は
、
令
和
2
年
度
一
般
会
計
予
算

な
ど
諸
議
案
に
賛
成
し
、
第
4
期

基
本
計
画
の
目
標
年
次
で
あ
る
令

和
7
年
度
を
見
据
え
た
市
政
運
営

に
よ
り
、「
次
世
代
に
負
担
を
先

送
り
し
な
い
持
続
可
能
な
ま
ち
」

を
目
指
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

●
行
財
政
改
革

　

令
和
2
年
度
の
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
27
億
4
千
万
円
の

不
足
を
見
込
ん
で
お
り
、
令
和
7

年
度
ま
で
の
計
画
期
間
に
49
億
円

以
上
の
収
支
不
足
が
見
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
各
年
度
の
収
支

差
額
の
不
足
分
を
圧
縮
す
る
よ
う

計
画
的
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組

む
必
要
を
指
摘
し
ま
し
た
。

●
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

　

平
成
25
年
度
か
ら
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
解
消
の
た
め
に
検
討
し
て

き
た
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
、一

般
道
に
導
入
す
る
に
は
、
克
服
す

べ
き
課
題
が
多
く
、
技
術
面
と
基

本
的
な
仕
組
み
や
税
の
公
平
性
、

徴
収
方
法
な
ど
と
と
も
に
、
現
段

階
で
市
民
や
市
内
外
の
団
体
・
企

業
な
ど
へ
の
説
明
と
理
解
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

●
公
共
施
設
再
編
計
画

　

公
共
施
設
再
編
計
画
は
、
計
画

を
進
め
る
上
で
市
民
周
知
と
理
解

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
利
用
団

体
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
補
償
し

て
い
く
の
か
と
い
う
視
点
が
抜
け

て
お
り
、
再
編
計
画
を
進
め
る
に

当
た
り
丁
寧
な
プ
ロ
セ
ス
の
必
要

性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

●
災
害
発
生
時
の
情
報
提
供

　

台
風
や
震
災
・
水
害
な
ど
想
定

を
超
え
る
災
害
が
発
生
し
た
と

き
、
そ
れ
ら
の
大
規
模
災
害
に
対

し
て
現
場
の
正
確
な
情
報
を
共
有

し
、
的
確
な
判
断
の
も
と
で
の
対

応
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
国
が
開

発
し
た
「
基
盤
的
防
災
情
報
流
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
活
用
し
、
鎌

倉
市
に
お
い
て
も
情
報
を
共
有
で

き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
求

め
ま
し
た
。

●
ご
み
処
理
行
政

　

ご
み
処
理
広
域
化
実
施
計
画
は

2
市
1
町
で
の
ご
み
処
理
を
目
指

す
こ
と
が
前
提
で
す
。
鎌
倉
市
で

担
当
す
る
焼
却
施
設
は
予
定
地
と

し
て
い
た
周
辺
地
域
の
反
対
で
断

念
し
、
可
燃
ご
み
量
の
半
分
以
上

を
占
め
る
生
ご
み
の
減
容
化
施
設

建
設
予
定
地
周
辺
で
も
建
設
反
対

の
意
向
が
示
さ
れ
て
い
る
現
状
を

指
摘
し
ま
し
た
。
ご
み
処
理
広
域

化
実
施
計
画
を
見
直
し
、
将
来
に

わ
た
り
安
定
し
た
ご
み
処
理
体
制

の
再
構
築
を
図
る
と
と
も
に
環
境

配
慮
型
の
ご
み
処
理
施
策
の
選
択

を
市
の
責
任
に
お
い
て
確
立
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

●
学
校
施
設
の
環
境
整
備

　

建
設
以
来
、
未
改
修
の
小
中
学

校
8
校
の
ト
イ
レ
の
全
面
改
修
工

事
や
老
朽
化
対
策
工
事
・
図
書
室

へ
の
冷
暖
房
設
備
の
設
置
な
ど
の

改
修
工
事
を
実
施
計
画
通
り
に
進

め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

●
重
要
課
題

　

北
鎌
倉
隧
道
ト
ン
ネ
ル
・
岡
本

二
丁
目
事
業
用
地
・
旧
図
書
館
改

修
工
事
な
ど
、
山
積
し
て
い
る
重

要
課
題
に
つ
い
て
早
急
に
取
り
組

む
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

松
尾
市
長
が
３
期
目
の
折
り
返

し
を
過
ぎ
た
今
、『
共
生
社
会
』『
共

創
』『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
の
大
き
な
旗

印
に
向
け
て
、
市
政
運
営
を
任
さ

れ
た
原
点
に
立
ち
戻
り
、
公
約
し

た
政
策
の
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
現
状
か
、
課
題
は
何
か
、
そ

し
て
今
後
の
取
り
組
み
に
着
目
し

て
、
代
表
質
問
や
予
算
特
別
委
員

会
で
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

●
放
課
後
か
ま
く
ら
っ
子
の
整
備

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
応

じ
て
、
放
課
後
生
活
が
多
様
化
す

る
中
で
、
全
て
の
児
童
が
放
課
後

の
時
間
を
安
全
・
安
心
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
「
放
課
後
か
ま
く

ら
っ
子
」
を
実
施
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。令
和
２
年
度
に
は
、

全
て
の
小
学
校
区
で
整
備
が
完
了

し
、
子
ど
も
の
家
の
待
機
が
解
消

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
大
い
に
評
価

い
た
し
ま
す
。

●
災
害
に
強
い
ま
ち
に
向
け
て

　

公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
防
災
マ
ッ
プ
の

運
用
開
始
や
簡
易
型
シ
ャ
ワ
ー
の

備
蓄
な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
に

向
け
て
注
力
さ
れ
た
こ
と
を
評
価

い
た
し
ま
す
。
災
害
時
に
正
し
い

情
報
を
素
早
く
お
知
ら
せ
し
、
市

民
か
ら
も
情
報
を
得
る
こ
と
や

様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、し
っ

か
り
と
伝
わ
る
取
り
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

●
運
転
免
許
証
返
納
者
へ
の
支
援

　

高
齢
者
の
安
全
確
保
と
外
出
支

援
を
す
る
た
め
、
運
転
免
許
証
返

納
者
へ
の
補
助
金
の
予
算
化
を
大

い
に
評
価
い
た
し
ま
す
。
新
た
な

事
業
の
た
め
、
事
業
の
内
容
や
周

知
、
効
果
な
ど
、
よ
り
良
い
事
業

と
な
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

●
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用

　

Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
最

先
端
技
術
を
拡
張
し
て
い
き
、
作

業
を
自
動
化
す
る
な
ど
、
未
来
を

見
据
え
転
換
し
て
い
く
と
き
で

す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
起
点
に
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
て

く
る
中
に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
推
進
事
業
の
取
り
組
み
は
大

い
に
評
価
し
期
待
い
た
し
ま
す
。

●
職
員
提
案
制
度
の
充
実

　

職
員
の
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出

し
、
新
た
な
視
点
で
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
業
務
改
善
に
つ
な

が
る
提
案
は
大
切
で
す
。
事
業
費

を
捻
出
す
る
取
り
組
み
や
、
特
に

優
秀
な
提
案
に
は
表
彰
等
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

●�

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用

　

こ
れ
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
、
よ
り
具
体
的
な
寄
附
金
の
使

途
を
指
定
し
寄
附
を
募
る
施
策
で

す
。
課
題
解
決
に
向
け
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
の
推
進
や
収
入
確
保
の
取

り
組
み
と
し
て
、
積
極
的
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
を
求
め
ま
す
。

●�

放
置
自
転
車
へ
の
取
り
組
み
強

化
　

放
置
自
転
車
は
、
歩
行
者
や
車

の
安
全
な
通
行
を
妨
げ
、
車
椅
子

や
目
の
不
自
由
な
方
に
と
っ
て
障

害
物
と
な
り
、
災
害
時
に
は
支
障

を
来
し
、街
の
美
観
も
損
ね
ま
す
。

警
察
や
鉄
道
事
業
者
、
地
元
の

方
々
な
ど
と
連
携
し
て
、
防
止
対

策
や
利
用
環
境
を
整
え
る
具
体
的

な
取
り
組
み
を
求
め
ま
す
。

　

神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、
市
民
の
暮

ら
し
に
直
結
す
る
ご
み
処
理
施
策

行
政
の
先
行
き
が
見
え
ず
、「
ま

ち
の
未
来
の
た
め
の
守
り
と
攻

め
」
と
い
う
予
算
編
成
方
針
に
お

け
る
特
に
「
攻
め
」
の
部
分
の
将

来
投
資
の
熟
度
を
問
題
視
し
て
、

一
般
会
計
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

各
派
代
表
質
問
で
は
、
市
民
の

暮
ら
し
を
守
る
福
祉
・
防
災
・
子

育
て
支
援
と
共
に
、
環
境
の
分
野

の
課
題
を
多
岐
に
わ
た
り
取
り
上

げ
ま
し
た
。

●
広
域
化
が
解
決
に
な
ら
な
い

　
ご
み
処
理
施
策

　

２
市
１
町
の「
ご
み
処
理
広
域

化
実
施
計
画（
素
案
）」で
は
、生
ご

み
の
資
源
化
で
燃
や
す
ご
み
の
量

を
減
ら
し
て
も
、
逗
子
市
の
焼
却

施
設
場
で
の
受
け
入
れ
可
能
な
量

を
上
回
る
場
合
は
、
自
区
外
の
民

間
事
業
者
に
処
理
委
託
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
逗

子
市
の
焼
却
施
設
の
稼
働
停
止
後

は
、施
設
の
更
新
を
行
わ
ず
、２
市

１
町
の
燃
や
す
ご
み
は
全
て
圏
域

外
の
処
理
に
委
ね
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
あ
ま
り
に
も
不
確
か
な
広

域
連
携
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

燃
や
す
ご
み
の
量
を
減
ら
す
上

で
決
め
手
と
さ
れ
た
生
ご
み
資
源

化
施
設
に
つ
い
て
は
、
候
補
地
の

周
辺
住
民
か
ら
強
力
な
反
対
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の
技

術
的
な
課
題
だ
け
で
な
く
、
ご
み

処
理
施
設
立
地
の
負
担
を
長
年
強

い
て
き
た
経
緯
や
道
路
事
情
か
ら

し
て
も
、
当
該
地
で
の
施
設
整
備

を
強
行
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
市
民
生
活
の
課
題
に
向
き
合
う

　

市
民
が
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
の

は
市
の
責
務
で
す
。
高
齢
者
福
祉

は
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が
担
う

部
分
が
大
き
い
で
す
が
、
両
輪
の

も
う
片
方
で
あ
る
地
域
福
祉
の
推

進
に
も
さ
ら
に
努
め
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
ま
ず
は
地
域
の
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

障
害
者
や
引
き
こ
も
り
の
当
事

者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
積
極
的

な
姿
勢
を
求
め
ま
す
。

●
健
康
や
環
境
へ
の
配
慮
を

　

香
り
の
強
い
柔
軟
剤
や
芳
香
剤

な
ど
が
体
調
悪
化
を
引
き
起
こ
す

こ
と
の
周
知
・
啓
発
、
受
動
喫
煙

防
止
の
視
点
を
重
視
し
た
路
上
喫

煙
の
規
制
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

み
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

状
況
を
重
視
し
た
電
力
調
達
を
行

う
こ
と
や
、
森
林
環
境
譲
与
税
の

戦
略
的
な
活
用
を
提
案
し
ま
し
た
。

●
将
来
に
向
け
た
施
策
へ
の
問
い

　

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
や
ロ
ー

ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
、
市
民
の
思

い
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
現
状
で

す
。
取
り
組
む
目
的
が
明
確
で
な

い
点
も
看
過
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
の
方
針
で
、小
・
中
学
校
で
一

人
１
台
の
Ｐ
Ｃ
端
末
を
使
え
る
よ

う
に
す
る
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

補
助
金
は
部
分
的
で
、
巨
額
の
市

費
負
担
が
生
じ
ま
す
。
子
ど
も
の

学
び
の
質
を
ど
う
高
め
る
か
と
い

う
検
討
を
後
回
し
に
し
た
導
入
で

あ
る
こ
と
が
問
題
で
す
、
Ｗ
ｉ
‒

Ｆ
ｉ
環
境
が
子
ど
も
の
身
体
に
与

え
る
影
響
に
も
注
意
す
べ
き
で
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
鎌
倉
の
実
現
に
向
け
て

次
世
代
に
責
任
を
持
ち
、
共
感
さ
れ

る
政
治
を
‼

公

明

党

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営
を

新
基
本
計
画
の
完
遂
を
期
し
た

予
算
が
ス
タ
ー
ト

神
奈
川
ネ
ッ
ト
鎌
倉

鎌

夢

会

鎌
倉
み
ら
い
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２
月
定
例
会
で
は
、
委
員
会
お

よ
び
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
件
の

議
案
が
、
市
長
か
ら
36
件
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案

の
内
容
お
よ
び
議
会
に
お
け
る
議

決
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　《
委
員
会
提
出
議
案
》

鎌
倉
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

　

議
会
全
員
協
議
会
を
協
議
ま
た

は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
と
し
て

位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
欠
席
の

届
け
出
に
産
前
産
後
、
育
児
、
看

護
、
介
護
の
事
由
を
新
た
に
規
定

す
る
ほ
か
所
要
の
改
正
を
行
お
う

と
す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

観
光
厚
生
常
任
委
員
会
の
視
察
に

業
者
が
同
席
を
し
た
事
実
関
係
解

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
世
界
的
に
広
が
る
中
、
市
議
会

で
は
、
議
会
災
害
対
策
会
議
の
開

催
や
委
員
会
開
催
時
の
対
応
方
針

を
定
め
議
会
運
営
を
行
い
ま
し

た
。
議
会
機
能
を
維
持
し
、
市
民

の
安
心
安
全
、
感
染
拡
大
の
防
止

に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下

に
お
い
て
、「
議
会
報
告
会
＆
意

見
聴
取
会
」
の
開
催
を
ど
う
す
る

か
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
５
月
開

催
の
中
止
を
決
断
し
ま
し
た
。
議

会
情
報
の
公
開
と
市
民
意
見
の
聴

取
お
よ
び
収
集
す
る
た
め
に
大
切

で
あ
る
と
十
分
認
識
し
て
お
り
ま

す
が
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員

�

日
向　

慎
吾

編
集
後
記

新年度予算 第98号 令和２年度鎌倉市一般会計予算 可決

条例 第83号 子どもがのびのびと自分らしく育つまち鎌倉条例の制定について 可決

補正予算 第91号 令和元年度鎌倉市一般会計補正予算（第13号）
（御成小学校旧講堂改修事業の継続費の変更） 可決

その他
第80号

指定管理者の指定について
（鎌倉市たまなわ子どもの家「うさぎ」および放課後子どもひろ
ばたまなわ）

可決

第112号 人権擁護委員の候補者の推薦について 同意

議会議案

第６号 台湾の世界保健機関及び国際民間航空機関の正式加盟を支持し、
必要な支援を求める意見書の提出について 可決

第７号 子どもに係る国民健康保険均等割保険料の負担軽減策を求める
意見書の提出について 可決

第８号 鎌倉市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 可決

第９号 観光厚生常任委員会の視察に業者が同席をした事実関係解明に
関する調査特別委員会の設置について 可決

陳情 第33号 鎌倉市公共施設再編計画の見直しについての陳情 採択

公
　

明
　

党

鎌
倉
市
議
会

議
　

員
　

団

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議
　

員
　

団

鎌
倉
み
ら
い

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議 

員 

団

鎌 

倉 

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考

え

る

会

神

奈

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運

動
・

鎌

倉

鎌
　
　
倉
　
　
夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

無

所

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
大
石
　
和
久

西
岡
　
幸
子

納
所
　
輝
次

吉
岡
　
和
江

武
野
　
裕
子

高
野
　
洋
一

山
田
　
直
人

池
田
　
　
実

前
川
　
綾
子

森
　
　
功
一

志
田
　
一
宏

伊
藤
　
倫
邦

中
村
　
聡
一
郎

久
坂
　
く
に
え

河
村
　
琢
磨

保
坂
　
令
子

安
立
　
奈
穂

髙
橋
　
浩
司

日
向
　
慎
吾

千
　
　
一

く
り
は
ら  

え
り
こ

長
嶋
　
竜
弘

竹
田
　
ゆ
か
り

松
中
　
健
治

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ － － ○ －

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ － － － － －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　－：反対

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決
結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問や、議
会運営委員会の委員となり、議会運営に関す
る協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※久坂くにえ議員は議長のため、
　採決には参加していません。

※２月定例会では市長提出議案36件、議員提出議案２件、委員会提出議案２件、陳情４件の採決を行いました。
　下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

全
員
協
議
会
進
す
る
た
め
の
全
て
の
事
業
で
３

２
３
事
業
、
重
点
事
業
は
実
施
事

業
の
う
ち
第
４
期
基
本
計
画
に
お

け
る
、
各
施
策
の
方
針
で
目
指
す

「
目
標
と
す
る
ま
ち
の
姿
」の
実
現

に
つ
な
が
る
事
業
と
し
て
①
「
強

靭（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）な
ま
ち
」の

実
現
に
つ
な
が
る
事
業
、
②
「
環

境
負
荷
低
減
の
ま
ち
」
の
実
現
に

つ
な
が
る
事
業
、
③
「
長
寿
社
会

の
ま
ち
」
の
実
現
に
つ
な
が
る
事

業
、
④
「
働
く
ま
ち
」
の
実
現
に

つ
な
が
る
事
業
、⑤
「
住
み
た
い
・

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
の
実
現
に

つ
な
が
る
事
業
お
よ
び
「
行
財
政

運
営
の
適
正
化
」
に
つ
な
が
る
事

業
と
し
て
い
る
。重
点
事
業
は
、実

施
計
画
期
間
内
に
重
点
的
に
取
り

組
む
事
業
と
し
て
、
工
程
と
期
間

内
の
推
計
事
業
費
を
明
ら
か
に
し
、�

着
実
に
推
進
す
る
55
事
業
で
あ
る
。

　

重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
計
画

期
間
の
６
年
間
に
お
い
て
、
事
業

工
程
が
着
実
に
推
進
さ
れ
る
よ
う

進
行
管
理
を
し
て
い
く
。
な
お
、

３
年
後
の
実
施
計
画
の
進
捗
状

況
、
社
会
状
況
や
本
市
の
財
政
状

況
等
を
勘
案
し
、
内
容
の
見
直
し

を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
、
基
本
計

画
へ
位
置
付
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ゴ
ー
ル
を
施
策
の
方
針
ご
と
に
記

載
す
る
な
ど
を
し
て
確
定
さ
せ
る
。

　
「
第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第

４
期
基
本
計
画
実
施
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
」　　
　
　
　
　
　
　

　

第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第
４

期
基
本
計
画
実
施
計
画
（
案
）
に

関
し
て
、
１
月
31
日
に
議
会
全
員

協
議
会
を
開
催
し
、
市
長
か
ら
報

告
を
受
け
、質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

報
告
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
の
実
施
計
画
は
、
先
の
令

和
元
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
議

決
さ
れ
た
第
４
期
基
本
計
画
に
基

づ
く
実
施
計
画
で
、
令
和
２
年
度

か
ら
７
年
度
ま
で
の
６
年
間
に
つ

い
て
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
４
期
基
本
計
画
は
、
加
速
化

す
る
人
口
減
少
や
高
齢
化
社
会
の

進
行
等
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る

社
会
問
題
お
よ
び
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
進
展
等
の
社
会
情
勢
の
変
化
を

改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
、
共
創
、
共
生
に
配
慮
し

策
定
し
た
。
こ
の
た
め
実
施
計
画

は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
環
境
負
荷

が
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
、
長
寿
社

会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

実
施
計
画
は
、「
実
施
事
業
」と

「
重
点
事
業
」の
二
つ
で
構
成
さ
れ

る
。
実
施
事
業
は
基
本
計
画
を
推

明
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
10
月
16
日
お
よ
び
17

日
に
行
わ
れ
た
観
光
厚
生
常
任
委

員
会
の
視
察
に
業
者
が
同
席
を
し

た
事
実
関
係
解
明
の
た
め
、
本
件

を
議
会
全
体
と
し
て
受
け
止
め
、

慎
重
な
調
査
を
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　《
市
長
提
出
議
案
》

条
例
関
係
議
案

子
ど
も
が
の
び
の
び
と
自
分
ら
し

く
育
つ
ま
ち
鎌
倉
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

全
て
の
子
ど
も
が
大
切
に
さ

れ
、
の
び
の
び
と
自
分
ら
し
く
育

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
子
ど
も

を
支
援
す
る
た
め
の
基
本
理
念
お

よ
び
基
本
と
な
る
施
策
な
ど
、
必

要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
候
補
者
と
し
て
、
次
の
方
を

法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
で
は
多
数
の
賛
成
に

よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

岡お
か

崎ざ
き　

美み

奈な

子こ

氏
（
手
広
在
住
）

渡わ
た

邉な
べ　

義よ
し

忠た
だ

氏
（
城
廻
在
住
）

酒さ
か

川が
わ　

学ま
な
ぶ氏
（
大
船
在
住
）

島し
ま

田だ　

正ま
さ

樹き

氏
（
台
在
住
）

　

任
期
は
、
令
和
２
年
７
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

可 決 し た 意 見 書
　２月定例会では、下記の意見書提出に係る議会議案を可決しました。なお、可決した意見書は、地方自治法第99条の規定
に基づき、関係機関に送付しました。

台湾の世界保健機関及び国際民間航空機関の正式加盟を支持し、必要な支援を求める意見書
　新型コロナウイルスの感染による「ＣＯＶＩＤ－19」の発症は日々拡大し、２月27日時点で、死者は2,800人を超え、感染者は８万人以上に達
している。世界保健機関（以下、ＷＨＯ）は、当初の楽観的な予測を翻して、「公衆衛生上の緊急事態」を宣言し、ＷＨＯ事務局長は「世界全体に
非常に重大な脅威」とし、ワクチンの用意は１年半以内に整うと発表したが、整うまでの間も人々は国境を越えて往来し、ボーダーレス化した現
代においては、各国の連携は必須であり、その連携においては、決して地理的空白を発生させてはならない。現在起こっている地理的空白は、特
定の国の論理や抵抗によるものであり、実際に人口2300万人の国民を抱える台湾は、まさに不当な差別を受けている。実際に台湾では、平成15
年にＳＡＲＳが流行した際、非加盟国であることを理由に、ＷＨＯから関連の防疫情報を随時得ることができず、多くの国民と医療従事者がＳＡ
ＲＳ感染によって死亡した。また、このたびの新型コロナウイルスをめぐっても、既に台湾では新型コロナウイルスの感染者が出ているにも関わ
らず、ＷＨＯは１月22日、23日の緊急委員会、２回目の１月30日の緊急委員会においても参加を希望する台湾を排除し、参加を認めなかった。
２月11日、12日に開かれたＷＨＯ研究会合では、異例の措置として台湾の専門家が個人名義で参加することを認めたが、あくまでも個人として
の参加であり、恒久的な参加や加盟にはつながっていない。国際民間航空機関（以下、ＩＣＡＯ）についても、台湾は加盟が認められておらず、新
型コロナウイルスの空路による感染防止に関する情報提供がなく、台湾は一国により空港などでの水際対策に莫大な費用負担を強いられている。
　各国が連携することこそが感染拡大に対する最善策であり、何より台湾は感染防止に貢献できる医療水準を有している。台湾は既に新型コロナ
ウイルスの分離に成功し、台湾の参加はワクチン開発の一助にもなりえる。また、台湾の在留邦人数は２万人を超え、昨年、日本と台湾の両国間
を往来する旅客は年間延べ710万人を超えており、鎌倉市にも多くの台湾人観光客が訪問している。台湾を離着陸、または経由する旅客は6900万
人近く存在することを踏まえれば、ＷＨＯやＩＣＡＯを初めとする国際機関からの排除は、全世界の人々の健康も脅かすこととなる。
　鎌倉市議会はこれまでも、平成28年に「台湾（中華民国）の国際民間航空機関（ＩＣＡＯ）など国際機関・国際連携への正式加盟・参加について支
援を求める意見書」を可決し、関係機関に働きかけているが、いまだ現状は、改善されていない。鎌倉市は、全世界の人々と協力して、世界恒久
平和を目指す平和都市宣言を掲げるが、宣言文の全世界の人々の中には台湾の人々も当然含まれており、鎌倉市の二元代表制を担う鎌倉市議会と
して、台湾の置かれている現状は決して容認できるものではない。
　よって、日本政府、国会を初めとする関係機関におかれては、国際社会の平和的な発展と安定、日台両国の友好発展のためにも、台湾の世界保
健機関、国際民間航空機関への正式加盟、国際連携への参加について、これまでに増して必要な支援をすることを要請する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　令和２年（2020年）３月12日
� 鎌　　倉　　市　　議　　会

子どもに係る国民健康保険均等割保険料の負担軽減策を求める意見書
　全国知事会は令和元年（2019年）７月24日に行った「令和２年度国の施策並びに予算に関する提案・要望」において、「医療保険制度改革の推進
について」を国に要望している。
　その中で、「医療保険制度間の公平と子育て支援の観点から、子どもに係る均等割保険料軽減措置の導入について、国の責任と負担による見直
しの結論を速やかに出すとともに、今後の医療費の増嵩に耐えうる財政基盤の確立を図るため、国定率負担の引上げ等様々な財政支援の方策を講
じ、あわせて、すべての子ども、重度心身障害者（児）、ひとり親家庭等に対して、現物給付による医療費助成を行った場合の国民健康保険の国庫
負担減額調整措置を廃止すること。」としている。
　国民健康保険の均等割額は、加入者一人一人に「均等」にかかるもので、子どもが増えると保険料の負担が重くなる仕組みとなっており、これ
は子育てに関するさまざまな負担軽減を進めている地方自治体の政策とも矛盾するものである。
　また、同じ医療保険制度でありながら、組合管掌健康保険や全国健康保険協会管掌健康保険にはない仕組みであり、早急な見直しが求められて
いるところである。 
　よって、国におかれては、国民健康保険における子どもに係る均等割額について、子育て支援及び他の医療保険制度との公平性を保つ観点から、
負担軽減策を早急に実施するよう求めるものである。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　令和２年（2020年）３月25日
� 鎌　　倉　　市　　議　　会


